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二
〇
二
〇
年
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
甚
大
な
自
然
災
害
の
多
発
、
新
型
悪
性
感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
、
新
自
由
主
義
経
済
が
招
来
す
る

貧
富
差
の
拡
大
、
国
家
・
民
族
・
人
種
間
の
分
断
、
民
主
主
義
の
脆
弱
さ
の
露
呈
、
そ
し
て
核
兵
器
を
中
心
と
す
る
軍
事
力
拡
大
競
争
な

ど
、
人
類
の
生
存
に
関
わ
る
自
然
と
人
為
的
な
脅
威
が
多
発
し
た
年
、
危
機
下
の
一
年
と
し
て
、
い
ず
れ
回
想
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
一
年
を
、
文
学
に
関
わ
る
者
と
し
て
我
々
は
ど
う
過
ご
し
た
の
か
。
将
来
そ
う
問
わ
れ
た
と
き
に
、
何
と
答
え
る
べ
き
か
。

中
古
文
学
研
究
と
い
う
場
に
お
い
て
、
我
々
は
何
を
な
し
得
た
の
か
、
あ
る
い
は
何
を
な
そ
う
と
し
た
の
か
。

本
書
は
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
回
答
を
研
究
論
文
集
と
し
て
一
書
に
ま
と
め
、
広
く
江
湖
に
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
寄
稿
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
恵
ま
れ
、
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
圧
倒
的
な
質
量
が
実
現
で
き
た
こ
と
に
、

い
ま
深
い
感
慨
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。

本
書
刊
行
の
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
武
蔵
野
書
院
主
前
田
智
彦
さ
ん
か
ら
の
慫
慂
で
あ
っ
た
。
私
が
、
三
九
年
間
勤
務
し
た
大
学

を
定
年
に
よ
り
退
職
す
る
に
際
し
、
そ
の
記
念
論
集
の
編
纂
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
ご
提
案
で
あ
っ
た
。
た
い
へ
ん
有
難
い
お

勧
め
で
は
あ
っ
た
が
、
私
自
身
の
研
究
者
と
し
て
の
能
力
と
実
績
に
比
し
て
、
そ
れ
が
到
底
及
び
も
つ
か
な
い
事
態
で
あ
る
こ
と
は
、
誰

よ
り
も
自
分
自
身
が
最
も
よ
く
分
別
し
て
い
る
。
お
お
け
な
い
、
と
い
う
の
が
率
直
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結

局
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
私
の
固
辞
を
跳
ね
返
す
前
田
さ
ん
の
粘
り
強
い
再
三
に
わ
た
る
働
き
か
け
に
よ
る
。

本
書
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
の
退
職
記
念
と
い
う
枠
を
越
え
、
危
機
的
現
状
を
前
に
し
て
怯
み
佇
む
こ
と
な
く
、
中
古
文
学
研

究
の
火
を
高
や
か
に
燃
や
し
続
け
た
証
し
と
し
て
の
論
文
集
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
執
筆
を
お
願
い
し
た
の
は
、
中
古
文
学
会
の
中
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核
で
優
れ
た
業
績
を
上
げ
続
け
て
い
る
方
々
、
最
前
線
で
目
覚
ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
方
々
、
そ
し
て
私
の
身
近
な
方
々
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
五
月
末
に
執
筆
を
お
願
い
し
て
、
一
一
月
末
が
締
切
と
い
う
き
わ
め
て
緊
迫
し
た
日
程
の
中
で
、
力
作
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ

る
様
は
壮
観
で
さ
え
あ
っ
た
。
困
難
と
の
戦
い
に
果
敢
に
挑
ん
で
く
だ
さ
っ
た
執
筆
者
の
方
々
に
、
心
よ
り
の
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

そ
し
て
、
本
書
が
中
古
文
学
研
究
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し
得
る
こ
と
を
確
信
し
て
已
ま
な
い
。

発
起
人
の
神
田
龍
身
さ
ん
は
大
学
院
へ
の
同
期
入
学
以
来
の
敬
愛
す
る
畏
友
、
福
家
俊
幸
さ
ん
は
専
門
分
野
を
同
じ
く
す
る
同
門
同
研

究
室
の
後
輩
の
白
眉
、
外
山
敦
子
さ
ん
は
勤
務
先
に
お
け
る
同
僚
か
つ
出
藍
の
後
継
者
で
あ
り
、
こ
の
三
人
の
方
々
が
発
起
人
を
お
務
め

く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
何
よ
り
の
誇
り
で
あ
り
、
ま
た
喜
び
で
あ
る
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

そ
し
て
、
武
蔵
野
書
院
主
前
田
智
彦
さ
ん
に
は
、
重
ね
て
心
か
ら
の
謝
意
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
直
接
の
指
揮
に
よ
り
、

編
集
日
程
が
超
絶
的
に
短
縮
さ
れ
、
本
書
の
刊
行
は
予
定
よ
り
も
早
期
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
社
編
集
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
の
緊
密
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
讃
え
、
ま
た
、
お
一
人
お
一
人
の
ご
尽
力
に
末
筆
な
が
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　

二
〇
二
一
年
一
月
二
四
日

久
　
　
保
　
　
朝
　
　
孝



5 目　　次 4目　　次

オ
ン
ラ
イ
ン
時
代
の
学
会
運
営
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　

─
中
古
文
学
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…

河
添
房
江　
151

『
源
氏
物
語
』
の
終
り
方

　

─
浮
舟
＝
落
下
し
た
か
ぐ
や
姫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

神
田
龍
身　
165

『
紫
式
部
日
記
』
の
成
立

　

─
読
み
手
の
想
定
を
手
が
か
り
に

─
（
補
遺
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
保
朝
孝　
181

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
富
士
谷
成
孚
書
入
れ
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て

　

─
書
入
れ
に
見
え
る
父
・
成
章
の
影
響
と
成
孚
独
自
の
源
氏
学
の
進
取
性

─
…
…

栗
山
元
子　
193

危
機
下
の
「
文
」
の
機
能
と
そ
の
力

　

─
空
海
の
場
合
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

河
野
貴
美
子　
207

『
土
佐
日
記
』
誤
写
考

　

─
〝
貫
之
自
筆
本
〟
本
文
を
疑
う

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

後
藤
康
文　
223

「
契
り
」
と
「
宿
世
」

　

─
『
夜
の
寝
覚
』
論
に
向
け
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

乾　

澄 

子　
59

異
界
と
現
実
を
橋
渡
す
古
代
物
語
を
読
む

　

─
二
〇
二
〇
年
の
試
み
か
ら
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

井
上
眞
弓　
75

紅
葉
賀
の
行
幸

　

─
平
成
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
源
流
を
さ
ぐ
る

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

今 

井　

上　
89

『
狭
衣
物
語
』
異
本
系
本
文
の
世
界

　

─
「
親
子
の
情
」
に
見
る
改
変
の
論
理
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

今
井
久
代　
105

古
典
教
育
か
ら
考
え
る
、
見
え
な
い
「
疫
病
史
」

　

─
『
枕
草
子
』
に
お
け
る
授
業
実
践
か
ら

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

勝
亦
志
織　
121

『
枕
草
子
』
の
〈
菖
蒲
・
あ
や
め
草
〉

　

─
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
の
言
葉

─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

亀
田
夕
佳　
137



7 目　　次 6目　　次

『
古
今
和
歌
集
』
の
羇
旅
歌
に
つ
い
て

　

─
旅
の
歌
の
創
造

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

鈴
木
宏
子　
327

蜻
蛉
日
記
に
お
け
る
外
出
と
自
然
賞
美

　

─
付
、「
紅
葉
狩
」
考

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
木
和
子　
341

『
大
鏡
』
天
変
地
異
に
見
る
歴
史
認
識

　

─
怨
霊
と
疫
病

─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
橋
麻
織　
355

扇
を
さ
し
隠
す
夕
霧

　

─
『
源
氏
物
語
』「
夕
霧
」
巻
に
お
け
る
夕
霧
の
小
野
再
訪
を
め
ぐ
っ
て

─
……
…

竹
内
正
彦　
369

歌
舞
伎
か
ら
『
源
氏
物
語
』
を
考
え
る

　

─
長
編
性
と
短
編
性

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

田
坂
憲
二　
385

『
源
氏
物
語
』
若
菜
巻
の
〈
ぬ
る
し
〉
と
六
条
院

　

─
迫
り
く
る
危
機
を
警
告
す
る
〈
装
置
〉
と
し
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

外
山
敦
子　
399

中
古
文
学
と
学
習
指
導
要
領
の
改
定

　

─
二
〇
一
九
年
度
中
古
文
学
会
秋
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
振
り
返
る

─
……
…
…

小 

森　

潔　
239

「
女
」
の
時
間
の
『
と
は
ず
が
た
り
』

　

─
分
裂
を
つ
な
ぐ
主
人
公
二
条

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

斎
藤
菜
穂
子　
253

『
栄
花
物
語
』〈
世
の
中
騒
が
し
〉
小
考

　

─
疫
病
の
流
行
を
め
ぐ
る
表
現
と
し
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桜
井
宏
徳　
269

『
堤
中
納
言
物
語
』「
虫
め
づ
る
姫
君
」
の
主
人
公
と
女
房
た
ち

　

─
異
質
さ
と
の
か
か
わ
り
方

─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

陣
野
英
則　
283

今
上
帝
は
な
ぜ
、
い
つ
ま
で
も
譲
位
し
な
い
の
か
？
：〈
朱
雀
王
統
〉
と
薫
・
そ
の
二
……

助
川
幸
逸
郎　
297

『
紫
式
部
日
記
』
の
歌
の
場
面
を
読
む

　

─
歌
の
背
景
に
思
い
を
寄
せ
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

鈴
木
裕
子　
313



9 目　　次 8目　　次

平
安
私
家
集
の
古
写
断
簡

　

─
存
続
と
資
料
価
値
の
付
加

─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
比
野
浩
信　
499

丸
山
眞
男
「
忠
誠
と
反
逆
」
に
導
か
れ
て
、

日
本
版
「
リ
ベ
ラ
ル
」
の
可
能
性
を
古
典
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
に
探
る

　

─
二
〇
二
〇
年
度
後
期
「
文
学
」
講
義
シ
ラ
バ
ス

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

深 

沢　

徹　
515

『
和
泉
式
部
日
記
』
と
ゴ
シ
ッ
プ

　

─
宮
は
軽
率
な
の
か

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

福
家
俊
幸　
531

「
聖
徳
太
子
の
家
」
考

　

─
『
平
中
物
語
』
三
六
段
の
謎
解
き

─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

本
田
恵
美　
547

『
土
佐
日
記
』
の
海
賊

　

─
姿
を
現
さ
な
い
危
機

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

松
岡
智
之　
561

『
源
氏
物
語
』
柏
木
の
結
婚
に
つ
い
て

　

─
父
太
政
大
臣
の
野
心

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

松
本
美
耶　
575

関
屋
巻
の
音
風
景

　

─
「
音ね

泣
く
」
空
蟬
の
変
容
と
逢
坂
の
関

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

内
藤
英
子　
411

『
枕
草
子
』「
小
白
河
結
縁
八
講
」
章
段
攷

　

─
散
文
化
し
た
〈
歌
こ
と
ば
〉
の
機
能

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
田
幸
司　
425

読
み
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
と
古
典
化
の
力
学

　

─
『
狭
衣
物
語
』
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻
の
再
構
成
を
め
ぐ
っ
て

─
…
…

中
西
智
子　
439

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
文
学
を
読
み
、
学
び
、
研
究
す
る
こ
と
、

あ
る
い
は
文
化
と
関
わ
る
こ
と

─CO
V

ID
-19 

を
映
し
鏡
と
し
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…

新
美
哲
彦　
455

『
紫
式
部
日
記
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
装
束
に
つ
い
て
の
検
証

　

─
装
束
描
写
の
文
字
化
と
冬
の
冠
直
衣
姿

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

畠
山
大
二
郎　
469

か
ぐ
や
姫
の
帰
郷
の
論
理
・
話
型
で
読
む
『
竹
取
物
語
』

　

─
「
ど
の
よ
う
に
」
語
ら
れ
て
い
る
の
か
・〈
語
り
〉
と
〈
言
説
〉
の
再
検
討

─
……

東
原
伸
明　
485



10目　　次

『
堤
中
納
言
物
語
』「
花
桜
折
る
少
将
」
末
尾
の
解
釈

　

─
「
中
将
の
乳
母
」
は
本
当
に
姫
君
の
乳
母
な
の
か
？
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
田
利
博　
587

室
生
犀
星
の
王
朝
小
説
〈
虫
姫
物
語
〉

　

─
「
虫
の
章
」「
何
処
の
野
に
」「
虫
姫
日
記
」
か
ら

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

横 

溝　

博　
603

『
山
路
の
露
』
小
考

　

─
『
源
氏
物
語
』
の
「
最
終
巻
」
と
し
て

─
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

吉
井
美
弥
子　
619

あ
と
が
き
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　

633

執
筆
者
紹
介
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　

639

神
田
龍
身

福
家
俊
幸

外
山
敦
子

本
論
集
発
起
人


